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要旨 

 本研究では、ストレスからの立ち直り（レジリエンス）と心理的適応の関連、及び日常生

活の障害度と心理的適応との関連について調査した。対象は令和4年度徳島県スモン検診対象

者である25名にアンケートを郵送し17名より回答を得た。心理的適応度（PAS）各下位尺度間

に有意差は認められなかった。次に、スモン患者のブリーフ・レジリエンス尺度（BRS-J）平

均得点は BRS-J の標準化における平均得点に比べて低かった。重回帰分析の結果、PAS と J-

RASQ との間に有意性は認められなかった。一方、PAS 各下位尺度の精神的幸福感は BRS-J と

有意な関連が認められた。以上の結果から、スモン患者のストレスからの立ち直りと心理的

適応の一部は関連し、ストレスからの立ち直りが精神的幸福感につながり、これが心理的適

応の重要な要素になっている可能性がある。 

キーワード：スモン ストレスレジリエンス 心理的適応 

はじめに 

徳島県では、平成 29 年度よりスモン検診

時に心理相談を実施している。 

 令和 3 年度は、スモンに関する疾病受容

と日常生活の自立度に関する調査を行い、

疾病受容の一部の要素は日常生活の自立度

に関連することが示唆された 1 )。本年度は

疾病というストレスを受けた時、どのよう

な過程を経て心理的適応がおこるのか、疾

病を受け入れる前の段階について調査した。

本研究では、ストレスレジリエンスをスト

レスからの立ち直りとして位置づけること

とした。 

対象と方法 

対象は令和 4 年度徳島県スモン検診対象

者である 25 名にアンケートを郵送し、回答

を得られた 17 名（男性 6 名、女性 11 名、

平均年齢 82.3 歳±3.14）を分析対象とした。 

内容は心理的適応度（Development and 

validation of the Psychological 

Adaptation Scale：PAS）を参考に英語版

を日本語に翻訳し、4 つの下位尺度である対

処能力、自尊心、社会的適合、精神的幸福

感の各 5 項目の計 20 項目を使用した 2)。回

答は 1～5 段階に分けて点数化し、得点が高

いほど適応度が高いことを示す。 

 次に、ブリーフ・レジリエンス尺度日本

語版（Brief Resilience Scale-Japanese 

version：BRS-J）はレジリエンスを測定す

るための簡易な尺度であり、計 6 項目を使

用した。回答は 1～5 段階に分けて評価し、

徳吉・森谷（2015）の基準を参考に逆転項

目である質問 2、4、6 は配点を逆にして合

計得点とした 3)。BRS-J の合計における平

均値 16（SD＝6）であり、22 点以上：かな

り高い、19 点から 21 点：高い、14 点から

18 点：普通、11 点から 13 点：低い、10 点

以下：かなり低いことを示す。 

 併 せ て 、 日 本 語 版 簡 易 mRS 質 問 票

（ Japanese version of simplified 

modified Rankin Scale Questionnaire：

J-RASQ）は日常生活の障害度の指標として

用いられており 4)、質問は（A）～（E）の

項目を使用した。回答は 2 つの選択肢：は

い、いいえで評価し、日本語版 modified 

Rankin Scale（mRS）判定基準書を用いて 7
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段階に分類した（0：まったく症候がない～

6：死亡）5)。 

分析は PAS 各下位尺度間の差をみるため

に一要因分散分析を行った。また、PAS 各下

位尺度を説明変数、BRS-J 及び J-RASQ は目

的変数に設定して、それぞれ重回帰分析を

行った 6)。 

 

 

倫理的配慮 

本研究では国立病院機構徳島病院の倫理

委員会の承認後に実施した（承認番号 34‐

1）。スモン患者やその家族に対して研究の

趣旨をアンケート調査の案内用紙に記載し、

アンケートの返送をもって同意とみなした。 

 

 

結果 

（1）PAS 得点と BRS-J 得点及び J-RASQ 得

点の基本統計量 

 スモン患者の PAS 合計得点は平均（95%CI）

=60.59（52.18-69.00）、PAS 各下位尺度得

点は、対処能力は平均（95%CI）＝14.94

（12.49‐17.40）、自尊心は平均（95%CI）

＝14.18（12.07‐16.28）、社会的適合は平

均（95%CI）＝15.82（13.86‐17.79）、精

神 的 幸 福 感 は 平 均 （ 95%CI ） ＝ 15.59

（13.01‐18.17）であった。また、一要因

分散分析の結果、PAS 各下位尺度間に有意差

は認められなかった（p=0.706）。次に BRS-

J 得点 は平均 （ 95%CI ） =14.76 （ 12.03-

17.49 ） で あ っ た 。 J-RASQ 得 点 は 平 均

（95%CI）＝3.35（2.63-4.08）であった。 

 

（2）PAS 各下位尺度得点と BRS-J 得点及び

J-RASQ 得点の関連 

 PAS 各下位尺度の精神的幸福感は BRS-J

と有意な関連が認められた（p=0.024）。そ

の他、PAS 各下位尺度の対処能力、自尊心、

社会的適合は BRS-J と有意な関連は認めら

れなかった（p＝0.077）、（p＝0.535）、 

（p=0.502）。次に PAS 各下位尺度の対処能

力、自尊心、社会的適合、精神的幸福感は

J-RASQ の間に有意な関連は認められなかっ

た（p＝0.817）、（p=0.296）、（p=0.447）、

（p=0.462）（表 1）。 

 

 

考察 

レジリエンス（resilience）は、1970 年

代から使用されるようになった概念である。

人生において人は、親しい人の死や離婚、

病気、事故など、さまざまなライフイベン

トを経験する。かつては、それらの経験に

より何割の人が不適応やうつ病、心的外傷

後ストレス障害などの病因、病態に関する

研究がなされていた。しかし、すべての人

が精神的不調を示すわけではなく、精神的

な健康を維持し続けることがある。この後

者のポジティブな特性に注目して生まれた

のがレジリエンスである 7)。 

我々は、ストレスレジリエンスをストレ

スからの立ち直りとして位置づけ、レジリ

エンスと心理的適応の関連、及び日常生活

の障害度と心理的適応との関連について検

討した。PAS と J-RASQ との間に有意性は認

められず、スモン患者の日常生活の障害度

と心理的適応は関連がみられなかった。 

 一方、スモン患者の BRS-J 平均得点は

BRS-J の標準化における年齢層の平均得点

に比べて低かった。レジリエンスは、各発

達段階において経験される課題や出来事を

介して上昇していくが 8 )、スモン患者は現

在もなお視力障害や歩行障害、異常感覚な

どの神経学的な後遺症に苦しんでおり 9)、

スモンが日常生活に与えた影響や苦悩がレ

ジリエンスの低さに関係しているのではな

いかと考えられる。しかしながら、スモン

患者と BRS-J の標準化における平均得点の

比較では年齢層が異なることや対象数が少

ないことから、さらなる検討が必要であっ

た。 

 次に、BRS-J は心理的適応度の一部であ

る精神的幸福感との関連が認められた。こ

のことは、ストレスからの立ち直りが精神

的幸福感につながり、これが心理的適応の

重要な要素になっている可能性がある。こ

れまでの心理介入においても、スモン患者

は家族や友人などのサポートに感謝されて

おり 10)、このことが精神的幸福感に寄与し

ているものと考えられた。 
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p 

BRS-J J-RASQ 
対処能力  0.077 0.817 

自尊心  0.535 0.296 

社会的適合  0.502 0.447 

精神的幸福感  0.024 0.462 

表 1 PAS 各下位尺度と BRS-J 及び J-RASQ の重回帰分析 


